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要 約

これまでの先行謂究によれば，中出武衝が琉球に保来した経路として次の� 3経路，す

なわち，①福建省からの移民伝授乱� φ謀長f誌の随行武官伝授説，争中国に渡証した琉

球人{え授説，が推察されている‘ しかし，伝えた人物や型などの具体的なことについて

は，明治時代以降は明らかになっているものの，それ以前においては解明されていない.

つまり，どの経諮についても現在のところ仮説の域を出ていない.その理由として，以

下に示す� 3つ，すなわち，Q)禁武政策によって武道関係の史料が少ないこと，

称が意味不明のものが多いこと，岳製の名称が設伝されていること，があげられる.

そこで，文献や口象だけに頼らない別の方法でこの問題にアブローチすることを捷案

した.それは，唐子の型と中酉武術の套路
と うろ

を名称と運動技栴そのものに着目し，比較考

察するという� 2つのアプロ…チによってである.これらの� 2つのアプ口…チで研究を進

めるためには，まず替予と中出武術の技指や歴史に務通していることが必要になる.そ

して，さらには，中国の各地の方設〈特に福建省)に詳しいことが要求される.これら

の再屈での調査と資料の収集・分j析の作業は，雷語の!笥題もあって，一間の訴究者だけ

では容易ではないので，日中の研究者による共同講究が期持されることを指摘した.� 

1. 問題の所在と研究目的

尽本空手道は，その発祥地の琉隷1)では元来「騎手J (トウデ…，後に日本本土でカラ

と時ばれていたことからもわかるように，そもそも中臨武術が琉球に伝来して発展し，その議

日本本土で近代北して或立した試滋である。日本本土に初めて紹介されたのは，大正� 5年� (1917
ム 牟 ニ し

年)に松凄錨流
しようとうかん

の麓始者である富名襲(船越〉義珍
ぎちん

(1868-1957年)が京都武謹殿で琉球岩

手術と称して演武したときとされている2人また，大正11年(1922年)に開鑑された第� 1回体

育薄覧会(東京，文部省主鑑)では� γカンク という型を演武している3) 



114 中央大学保健体育研究所紀要 第20号

このようにして日本本土に結介された唐手術試，はじめの頃は琉球拳法やカラテとも呼容さ

れ，悪役があやつる武術として小説などでは捕かれていくことになる. しかし，富名腰が嘉納
みや智ちょうじゅん

治五郎の招きにより講道館で塘手を指導したり，剛柔
ごうじゅう

流説強者の宮城琵順，糸東淀
しとう

創始者

の摩文仁賢和
まぶにけんわ

などの師範も指導するなどして巨本本土でも普及した.大正 13年(1924年〉には

憂患義盤大学に麿手研究会が発足すると，東京帝聞大学や早稲田大学，拒殖大学，東京蕗科大

日本医科大学等々に次々と勝手研究会が設立されていく心.そして，慶懸義塾唐手研究会

が昭和 4年(1929年)に という呼称を穫思するようになり， の呼者:が…般化

していくので為る.

吉本本土での普友にともなって，勝手は近代化および日本化していく.高時英夫引によれば，

競技方法や姿勢，動作，足撰き，関合い， I寄具，衣装などは，剣道と柔道からの影響がうかが

えるし，フットワ…クや回し蹴札膝蹴りなどの技禽はボ、クシングやムエ・タイから取り入れ

たものと推察?きるとしている.この近代化には上記の大学の宥手研究会が大きを役割を担っ

た6) 沖縄では現在の中間武簡のように単数で翠の稽古を繰り返していただけだが，論理的に

考え体系化しようとする大学生らぷよって，技術の体系化が進められた.まず，唐手で使思す

る身体各部や構え，軒撃の型に名称をつけたりして，麿手の技術を体系化している.稽古方法

においても沖縄では行われていなかった定住震での反復練習，すなわち「その場基本J をはじ

め，現悲行わ紅ている各種の譜吉方法が考案されていった.これらのような技術と稽古方法の

理論化や体系化においては 唐手を姶める以前に他の武道を修練していた者たちの進言があっ

ただろうということは容易に想像できる.

蛇足ながら，日本化した空手選iこ対し，沖縄では古くから伝わる曹手や武器術を古武道と訴

して今でもなお藷古している.それらは，権術やサイ争奪，ヌンチャク術，ニ了難術，ティンベー

街，鉄申争奪，スルチン番号， トンファー術等々で為る. 1994年時点で，沖縄古武道連盟や琉球古

武滋保苓援興会など15の国体が活動しているの.

近代化・院本化して成立した空手道であるが，そもそもそのルーツは中器式術である.ぞれ

にもかかわらず，戦議に誌沖縄の指導者告らが中国武衝との強い関係を否定するよう 
注意志そ

行っている.糸東流を起こした華文仁賢和は，中
Z

曽披源和
ねげんわ

との共著 F攻防拳法・空手選入 r~ .D 

(1938年)において r空手拳法試最初 r琉球拳法特手sと紹介せられたがために11'琉球』に

脅する認識不足と11'砦」の字から受ける感じとで，恰も異人撞の武術であるかのごとき誤解

をもっ入が今日でも多少あるようである J と述べ r琉球準法は決して支那挙法そのものでは

ありませんJ と欝じている紛. しかし，具体的にどのように相違するのかについては論じてお

らず，もっぱら精神論を展開しているに過ぎない. 日中戦争下にあってはこのような嘗説もや
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むを得ごとかったのだろう.

また，富名腰は岳穿の名前を日本風に船轄と改めているし，昭和初年(1935年〉に刊行した

『空手道教範』では，型の名称も日本風に改称している.船惑は r従来の ままにピン

アン，セーシャン，ナイハンチ，ワンシュー，チントウなどと称していたが，中にはその意味

の不明なものもあり，教披Jこも紛れ易く，且，立派に我が国の空手になりきっているものに強

いて中国風の不可解な名称を襲用したくないので，不適当と思われるものは戒は古老の形容を

参酌し，或は著者の卑克を以て改称することにしたのである」と述べている.そして rピン

アンj を平安に rワンシュウJを燕飛
えんぴ

に rチントウj を岩鶴
がんかく

にするなと eの改称を行っている 9)

したがって，今なお空手選が琉球古来の武衝であるがのごとき誤解が絶えない，誤解が完全

に払試できないのは，中顕試賓の斑球伝来について不明のことが多いからである.そこで，本

研究は，若手の発祥と発展に中間試構がどのように関与したのかについて，これまでの先行研

究から解明されている点を整醸し 残されている問題点を明らかにすることを目的とする. 

2. 研究の対象とする時期と

唐手の発祥・ と中国武術の関係については，これまでに郷土史研究家や空手道研究家に

よって精力的に調べられてきており，その成果のいくつかは刊符芯れている.近年，特にここ 

2-3年の間に，すぐれた専門警が発行されている.

それらを克ると，明治時代以降については史料があり，伝換が比較的確かなこともあって解
ひがし台ん誌かんりょう

鳴が進んでいることがわかる.例えば，宮域長頼や摩文仁賢和な た東思納寛量(1853
』、〈しゅう 

-1915年)は，脊非難の 15年間，譲建省の謡 ;'1'1~こ諜症して中部準法を学び，それを沖縄に伝え，

明治22年(1889年}に沖縄票下初となる唐手道場を設立している九また，主晶莞支(1877 

-1948年)も補建省で13年間修練した末に沖縄に環ち上地流を開いている 11) このように

明治時代以降であれば，誰がどこで何を修得し沖縄に伝えたかが解明されている.

しかし，明治時代以前については不明の部分が多い. は，その理由を 2つあげ

ている. 1つは，琉球への文字の伝来が13世紀末頃と避し文学として記隷に残っている史料

が少ないことであり，もうひとつは，史書の編纂が始まったのが17世紀から 18世紀にかけてと

遅いことである. したがって，唐手に関する史料が植めて限られているので，詳らかにできな

いので事る.

ところで，中関武徳との翼連を擦る上で重要ごと時代は， 12世紀後半から 18世紀である.なぜ

なら，中出武俸は，明弐(1368-1644年〉から渚弐(1644-1912年)にかけて大きく発壊し，
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技看守は巧妙になって多種多棟となり，多くの流派が発生した 13)からである.特に，明は軍人

養成学校である武学を洪設年臨む368-1398年)に再建しているし， 1387年には科挙制度の中

に武科を設け，民間から武徳に長けた者を採用した 14) 清時代になると民間には武術団体が

多く作られ，これにより多数ぬ流採が生じている 15ヘ

そして，この時期に中期と琉球の交流が藍んになるので為る. 1372年に中山王
ちゅうざん

の察震
きっと

が明

国へ入貢しているし， 1404年からは，琉球は明毘，そして後には清盟の諦詩集制に組み込まれ，

中国とその周辺諸問との貿易によって大交易時代を築きあげるのである.

そこで，本研究ではこの時期に焦点を当てて検討を進める.本研究で懐用する菌警や雑誌記

事などの文献資料の多くは，郷土史研究家や空手道研究家によるものである.彼らは，多くの

労力を割いて研究を進めているものの，ディレッタントの研究者であるので，公刊された文献

の多くは実証主義的研究のスタイルを取っていない.中には 事実と推論を混同して論を組み

立てているものも見られる.そのため，実証主義の立場から検証する必要がある. 

3. 先者研究にみる中間武街の或球伝来経路説

これまでの先行研究によれば，中国武術が琉球に伝来した経路として諸説があげられている

が，概ね以下の 3経路にまとめることができる.それぞれの経路について示されている棋拠を

整理し，その問勝点を述べる.

(1)福謹寝からの移畏伝授説

議建省から多数の中国人が嘉覇の久米村 し 区を形成していた.この移楠民に

よって，造船や船結修理，航準箭，通訳，

技術や文化が琉球にもたらされた.第一

密取引方法，海外清報などの多くの
おうも か弘、 t

となった王茂や壌環などの大政治家

や学者もいたという 16) この移植民の中に中岡武帯?の遼人がおり，その武衝の連人から琉球

人が習ったという説である.日本の明治維新前後の歴史書に登場する空手家たちの多く ~i，久

米村出身者かその関係者であった 17)ことがその棋拠とされている.また r琉球の勝手街は，

中山王の時代記渡来した福建人36姓の人たちが浮島(現・那覇市)に持ち込んできたもので，

明治維新前までは久米村に註む人たちの特技だった」という口承があるという 18)

しかし， 14-17堂紀に著手の存在をうかがわせる史料はこれまでのところ ていない.

も古い史料とされているもの泣 r大島筆記』である.これは， 1762年に薩摩行き

の琉球船が土佐の大島祷に漂着した折りに 窓生蕃の{護学者戸部良県
とぺよしひろ

が琉隷事権について開き
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取りしたものである.この記録によると[J"武鑓窓.
ぷ び し

s19)に記載されている拳法と思われる武範
こうしゃん曽ん

に秀でた公相君なる人物が弟子を多数引き連れて来琉し手技足技を巧妙に使い，大力の者

を容易に倒したとのことであるおそして，現在の空手道に伝わる「クーシャンク…J (諜字

と公相君)はこの公梧君が伝えた型であるとされている.ただし，これいは畿で示すよ

うに異論がある.

確かに久米特に騎手が{云承されていただろうが，それが14世紀の橿建省移民からのものかど

うかは不明で、ある.� 14世紀以降も継続して移民があった，あるいは，久米村の者が中国人との

交流の中で中器武術を修得したと考える方が臼然であろう.� 

(2) 冊封穫の髄行武官伝搬説

冊封僕の題行武官が中富武講の手ほどきをしたという説である。琉球は1404年から，窮屈，

そして後には清閣の冊封体制に組み込まれていた.冊封使とは，滋賀屈の王設が交代するに捺

し，中国皇帝が新王を認証するために進貢国に涼遣した慌節である.この関採は1866年まで続

き，全部で24回の冊髭使が琉球に遣わされている.一行は200人から300人に達したという.

朝時代には，和惑に構えるために多数の武官が随行している.その武官たちは琉球滞夜中も武

術を練費していたので，その武官から習ったという説である.冊封慢の滞在は通常約� 3カ月で，

長い場合は10カ月くらい返留した例もあったので，琉球人が武官から武衝を饗う機会は十分に

あったと推察されている21) 

(3) 中聞に渡航した硫球人伝接説

中国に護航した琉球王朝の役人や留学生，酪入が持ち帰ったという説である.それぞれにつ

いて検討しよう.� 

a 進寮費

進費とは冊封体制下にある掴が中国の議帝に貢物を献上することをいう.当時，那覇から中

国に渡るのには，まず，船で福建省の福リ‘1-1に減っていた(函参照).� 1470年頃までは，幸福升iの
せんし添う� 

や描州は当時，世界でも屈指の実易港で，南宋のとき，泉州は11少し商の泉州であった.泉チ

すでに70余りの出や地域と貿易関係をもっていたという� 22)

じゅうえんえ苦

進賞龍一行詰福ナト|に到着すると， 柔連駅に逗習する.柔連駅とは外国からの進賞使-1子が
もいえんえ曽

指治する場所である. ，まじめは来波駅と称し泉弁|の車楠村地方に1405年に建設されたが，� 1469 

年に福州、|に移較したときに，呼称も柔遠駅に改められた.琉球からの進素変一行もここ� 

i帯症した.この染逮駅は，後には 琉球館と本し 琉球人が独占使思するようになる.さらい
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出典:大茜栄之� r空手史』龍書欝，� 1999年


廃藩置県以後，すなわち琉球処分弘後は，琉球会舘と呼ばれ，福ナN裳穣の琉球人のクラブのよ

うになったという� 23人

そして，正制使以下の官民はさらに閣蔀の南京へ，� 1421年に北京に国都が移ってからは北京

。
石
誼 
am
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へまで赴くのである. 中国へ赴く はじめは 100入廷どであったが. 1522年に泣 150

人に増やされた.そのうち北京にま くものはお人余りで，その他は，誠弁!の柔逮訳ぷ皆まっ

24)アこ

福州、|から北京までは図 しているとおり，水路と陸路を伝って北京までよっていた. その

行程にはおよそ40日余りを したという 24) 正副使以下の一行が北京 ってくる

までの関，数カ月間も，残りの百数十人は柔遠駅に滞在していたことになる. その聞に武術を

習う機会は十分にあったと推察される.

ち 留学生

琉球は. 1392年から，中躍の最高学時である国子監に
こくしかん

留学生を送っている. 昭子監は，明・

議時代には高京や北京などの都に費かれた.中富政府支出の醤学金は明・済時伐を通じて約400

入が昌子監で学んだというし，議州で態強する毛主費留学生は明・ に1， 000人以上にのぼ

り，柔遠艇で生活していたといわれている 25) この欝学生たちも う機会は十分にあっ

たと推察される.

しかし， を学んだかについては今のところ bかっていない. 「留子監督学生に

ついては，明史関係資料でも，沖縄史でも，誰々が留学し， し，誰々が痛死したと

いう記事ばかりで，学織や業績を記しておりませんから，維が何を勉強したのかがわからないJ

と儀開
ぜま

真謹は述べている出

C 高人などの民間人 

この時代 との進貢賓易をもとに， 日本や朝鮮， ジア諸国とも交易を行い

大交易時代 きあげていた.それは，明器は海禁策という を取ったため， 中国高人

が海外貿易を鹿取に行うことが菌難となり， その分だけ琉球の立場が有利となったからであ

る27) 明王轄の正史である ず明史J ~こ記載されたアジ 毘数を比較してみると，

p

i

l

l

F
i
B
h
E
E
E
E
l
f

，

ト 
f 琉球菌は 171組と も多く，次いで安賓が8吉田である.朝鮮は 30詔， 日本は 19留で13設である

といぅ 28) 

進賞貿易に携わった商人などの民間人が泉州や播州で武術を学ぶ機会はあったと怠われる.

しかし， これについても具体的な史実があらわれていない.

4. 諸仮説が推定の域を出ていない理由 

以上の 3つの伝来経路が推察されているが， しかし， た人物や型などの具体的なことに

ついては， 前述したように明治時代以降は明らかになっているものの， それ以前においては解九
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現されていない.すなわち，どの経路についても現在のところ仮説の域を出ていないのである.

その理由はまず先にもあげたが史料が少ないということである.その他に以下に訴す� 3つの

理吉があげられる.これらの理患によって研究を進めるのが国難tこなっているのである.

(1)禁武政策によって武道爵需の史料が少~い

琉球では長年にわたり禁武政策(万狩り)が布かれたため武道が震史の表舞台にあらわ怠る

ことがなかった. したがって，武道に関する史料が少なく，このことが研究を進めることを国

難にしている.その禁武政策は� 2度行われている.� 1度目は1490年のことで，地方に域を構え

て割拠していた諸豪族の按司
あじ

たちが蓄恩城下に移住させられ 一切の武備を放棄させられてい

る.この万狩ちが行わ批たために琉球では徒手空拳の武術が興隆したと られている29) 

2度践は，議麿藩に1609年iこ武力征接されてからで，琉球では武器の携替や設舗の稽古が禁止

された. しかし，武士たちは密かに麿手の稽古を続けていたと推察されている.なぜなら，明

治時代に勝寺三が日本本土で公開されたとき，その{云授者は大名や士族であったからである29) 

(2) 型の名称が意味不明のものが多い

技(型)の名称が諜字ではなくカタカ ので意味不明のものが多く，中国との関係が

つかめない.代表的な「クーシャンク…J という型はカタカナで表記されている.公相君とい

う字を当てられることがあるが，それが正しいかどうか定かではない.挙聖君であるという説

もあるお� 

(3) 挫の名称、が枇伝されている

技(型)の名称が詑伝の可能性がある.上述したことと関係するが，型名の口頭伝授におい

ては，中国語者(北京音，指升i音，泉州音)や琉球語音が入り混じって{云わっている可能性が

ある.このことが裂の源流や伝来経路を探ることを函難iこしている.

タuえば，よく知られた型に「スーパ…ワンペイ(ー百零八歩hがあるが，福升l音ではソパー

リンパイ，泉州ではチーパ…リンベーと発音するという� 31人

は母音の音素は� a，� i，Uの3つである.短い� eとOはほとんど使われず� e-

の対応、になる. したがって，補州音のソパーリンパイは琉球ではスパーリンパイと......U・・0，i

れることになろう.泉州背のチ…パ…リンペーと混じり スーパ…リンペーと伝わった

ということも十分考えられよう.
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5. 今後の課題:技衝比較と言語比較の必要性

これまで見てきたように，文献や口承を用いた研究ではもはや摂界に遣しているといえる.

新しく史料が発掘されるようなことでもなければ，これ以上は解明が進むことはないであろう.

そこで，到の方法でこの開題にアプローチすることを提案したい.それは，勝手と中部武痛の

運動技櫛そのものと型の名称に着詔し，比較考察するという 2つのアプローチである.

(1)庸手の型と中盟武術の套路を技構扇から比較考察する

技の一連の動きを騎手では恕といい，中国武器では套路と啓するが，その 2つを技禽語から

よと較考察するというアブローチである.すなわち勝手の原裂を中国武衝に求めるという作業で

ある.割えば，唐手の「セイサン(十三歩)Jという型は福建省永春熟
えいしゅん

の白鶴撃にその諜流を

見ることができるという指摘もある 32) このように型と套路が似ているものを比較考療する

方法である. 

(2) 磨手の裂と中国武衝の套蕗を名称の酷から比較考察する

上の伶梁をするよでι、要となってきたのが，宥手の型と中頭武荷の套路を名称の面から比較

し，対定、させるという作業である.中国武禽の套路の名前が灘字で倍わっていないことが

多いため，中国の方曹が伝わったり，琉球に入ってからは琉球の発資に詑って伝えられてきて

いることが考えられる.その例としては，前述した γスーパーリンペ…(ー百零八歩んをあ

げることができょう.そこで言語学の知見をもとに比較考察し，対応させることによって，唐

手の源流を探ろうとするアブローチである.

'd-て，これらの 2つのアプ口…チで研究を進めるためには，まず唐手と中国武禽の技術や歴

史に精通していることが必要 Lこなる.明、清時代には3∞種以上と言いわれる拳法が中国に存在

したという 33) それらのうちどれが琉球に怯来したのかを見議めなければならない.これは，

中国武術と唐手によほど精通していないと比較考察をすることは離しい.そして，さらには，

中器の各地の方言(轄に福建省)に詳しいことが要求される.これらの両国での諜査と資料の

収集・分析の作業は，脅語の問題もあって，一屈の研究者だけでは容易でiまない. 日中の研究

者による共間研究が期待される.
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